
２面 消防吏員を募集
３面 臨時特別給付金を支給
４面 夏の講座特集
５面 健康 ６・７面 みんなの窓

この号の主な内容

人口●１９６，３４４（－６３８） 世帯数●８３，８０３（＋６３９）
２０２３年６月１日推計 （ ）は前年６月１日比

２０２３（令和５）年７月１日 ＝第１４９７号＝
毎月１・１５日発行伊

丹
広
報
１
面

０
７
０
１
０
１

岡
❶
岡
❷
岡
❸
井
❹
岡
❺
藤
❻
堀
❼
岡
❽
井
❾
藤
10
藤
11
井
12
井
13
井
14
井
⑮
藤

「広報伊丹」は再生紙を使用しています

市ホーム
ページへ発行・伊丹市広報・シティプロモーション課

〒６６４‐８５０３兵庫県伊丹市千僧１‐１ ☎０７２‐７８３‐１２３４（代表） ファクス０７２‐７８４‐８１０７（広報・シティプロモーション課） ホームページ https://www.city.itami.lg.jp

△！【いたみ健康・医療相談ダイヤル２４】看護師などが２４時間健康や医療に関するご相談に応じます（無料）�®０１２０-７８３-９９０

広報

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
に
向
け
て

あ
ら
ゆ
る
人
に
届
く
支
援
体
制
を

と
も
に
生
き
る
社
会
づ
く
り

地
域
や
家
族
な
ど
共
同
体
と
し
て

の
「
つ
な
が
り
」
が
弱
体
化
し
て
い

く
中
で
、
相
談
す
る
相
手
が
な
く
、

孤
立
し
て
し
ま
い
「
生
き
づ
ら
さ
」

を
感
じ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

家
族
構
造
の
変
化
と
多
様
化
に
よ

り
、
生
活
課
題
も
複
雑
化
や
複
合
化

が
進
み
、
５０
歳
代
の
ひ
き
こ
も
り
の

無
職
・
単
身
者
の
生
活
を
８０
歳
代
の

親
が
支
え
き
れ
な
く
な
る
８
０
５
０

問
題
や
育
児
期
に
あ
る
世
帯
が
同
時

に
親
の
介
護
を
迫
ら
れ
る
ダ
ブ
ル
ケ

ア
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

抱
え
る
世
帯
が
増
え
て
い
ま
す
。

市
は
、
課
題
の
解
決
に
向
け
、
既

存
の
支
援
機
関
の
機
能
や
専
門
性
を

生
か
し
、
チ
ー
ム
と
し
て
連
携
し
な

が
ら
分
野
や
属
性
を
問
わ
な
い
支
援

体
制
を
目
指
し
た
「
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
（
表
１
）」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
？

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

の
商
店
や
学
校
、
近
所
に
住
む
人
な

ど
、
地
域
で
生
活
す
る
全
て
の
人
と

人
が
関
わ
り
、
つ
な
が
る
こ
と
で
、

市
全
体
の
支
援
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
、
異
な
る
活
動
者
が
出

会
い
、
活
動
に
変
化
や
新
た
な
活
動

が
生
ま
れ
る
仕
組
み
の
一
つ
と
し
て

「
共
生
福
祉
社
会
推
進
会
議
」
を
開

催
し
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
ご
と

に
「
居
場
所
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に

検
討
し
ま
し
た
（
表
２
）。

同
会
議
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
が
、
人

が
つ
な
が
る
居
場
所
の
仕
組
み
づ
く

り
や
担
い
手
の
確
保
、
支
援
を
行
う

人
の
育
成
に
効
果
を
も
た
ら
す
基
盤

と
な
り
ま
す
。

つ
な
が
り
続
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ

市
は
、
地
域
の
人
や
支
援
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
課
題
の
解
決
に
向

け
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
継

続
的
に
支
援
を
行
う
体
制
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

孤
独
・
孤
立
は
誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
こ
と
で
特
別
な
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
話
が
で
き
る
人
や
場
所
が

あ
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

市
は
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
が
複
雑
・
複
合
化
す
る
中
で
、

従
来
の
介
護
・
障
が
い
・
児
童
・
生
活
困
窮
な
ど
、
分
野
ご
と

の
体
制
で
は
支
援
の
手
が
行
き
届
か
な
い
制
度
の
は
ざ
ま
の
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
地
域
・
高
年
福
祉
課
�
７８４
・
８
０

９
９
へ
。

乳幼児等・こども医療費助成制度が拡充

無償
助成制度なし

所得制限なし
高校生世代

乳幼児等・こども
無償０歳～中学生

入院外来
所得制限額年齢医療費助成制度名

福祉医療での一部負担金
（１医療機関などにつき）

乳幼児等・こども医療費助成制度の助成内容

助
成
制
度
が
拡
充

７
月
１
日
か
ら
「
乳
幼
児
等
・
こ

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
」
が
拡
充

し
、
中
学
生
ま
で
の
所
得
制
限
が
な

く
な
り
、
高
校
生
世
代
ま
で
の
入
院

医
療
費
が
無
償
に
な
り
ま
す
（
右

表
）。

６
月
に
新
し
い
受
給
者
証
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
▽
乳
幼
児
等
�
小
学
３

年
生
以
下
▽
こ
ど
も
�
小
学
４
年
〜

高
校
生
世
代
。

拡
充
内
容

★
中
学
生
ま
で
の
所
得
制
限
を
撤
廃

し
外
来
・
入
院
医
療
費
を
完
全
無
償

化

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
額
を
超
え

同
制
度
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
人

は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

４
月
に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。
申
請
書
の
提
出
が
な
い
場
合

は
、
同
制
度
の
受
給
者
証
が
発
行
で

き
ま
せ
ん
。

★
高
校
生
世
代
の
入
院
医
療
費
を
無

償
化

高
校
生
世
代
の
入
院
医
療
費

の
負
担
が
な
く
な
り
ま
す
。

同
世
代
で
、
７
月
以
降
に
入
院
し

た
場
合
は
、
診
療
月
か
ら
６
カ
月
以

内
に
入
院
時
の
領
収
書
を
市
後
期
医

療
福
祉
課
に
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。�

受
給
者
証
を
持
っ
て
い
な
い
人

は
▽
対
象
者
の
健
康
保
険
証
▽
申
請

者
の
本
人
確
認
書
類
▽
世
帯
主
以
外

が
申
請
す
る
場
合
は
世
帯
主
の
印
鑑

▽
高
校
生
世
代
は
振
込
先
口
座
の
分

か
る
も
の
▽
中
学
生
ま
で
の
保
護
者

が
１
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
場
合

は
令
和
５
年
度
課
税
証
明
書
―
―
を

持
っ
て
直
接
、
市
役
所
１
階
の
後
期

医
療
福
祉
課
（
�
７８４
・
８
０
４
１
）

へ
。

捨てる前に確認を！
充電式電池は発火の原因

共生福祉社会推進会議のワーキング

�地域支援コーディネーターを配置�地域での新たな受け入れ先や支援の仕組みなどを協議
するプラットフォーム「伊丹市共生福祉社会推進会議」を実施�誰一人取り残さない社会に
向けた取り組みを啓発する共生福祉社会フォーラムを実施

地域づくり

�参加支援コーディネーターを配置�支援会議を通じ、社会参加に向けた支援を行う体制を
整備�各分野の就労支援担当者によるワークショップや連絡会議を実施参加支援

�アウトリーチ支援員を配置�支援会議を通じ、支援が必要な人へ働きかける伴走型支援を
行う体制を整備アウトリーチ支援

�相談支援コーディネーターを配置�支援の方向性を共有し、役割分担と調整を行う支援会
議を実施多機関協働

�高齢、障がい、児童、生活困窮、権利擁護などの各分野の相談部局に連携のための担当者
を配置し、組織横断的な相談支援が行える体制を整備包括的相談支援

取り組み事業名
表１ 本市の重層的支援体制整備事業の概要

�しんどさを抱える家庭や子どもたちが「助けて」と言える居場所について
�困っている人と手伝える人をマッチングする仕組みについて

子どもたちの居場
所Ｃ

�障がいのあるなしに関わらず、子どもや地域の人などが参加しやすい、互
いを知ることができる居場所について

障がい者が参加し
やすい居場所Ｂ

�高齢者、子ども、介護保険サービスなどを利用している人、働いている人な
どが参加できる居場所と居場所につなげるコーディネーターの育成について

高齢者と子どもが
交流できる居場所Ａ

内容テーマグループ
表２ 共生福祉社会推進会議のテーマと内容

タ
ル
カ
メ
ラ
・
加
熱
式
た
ば
こ
・
コ

ー
ド
レ
ス
掃
除
機
―
―
な
ど
多
く
の

家
電
製
品
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
庭
か
ら
出
る
充
電
式
電
池
な
ど

は
、
ご
み
と
一
緒
に
出
さ
ず
に
そ
れ

ぞ
れ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
や
拠
点
回
収
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置
場
所

回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
は
次

の
通
り
。

▽
市
役
所
東
側
入
り
口
前
▽
南
分

室
▽
野
間
分
室
▽
く
ら
し
の
プ
ラ
ザ

▽
「
ふ
ら
っ
と
」
人
権
セ
ン
タ
ー
▽

伸
幸
苑
▽
※
サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
▽

※
み
ど
り
の
プ
ラ
ザ
▽
※
き
ら
ら
ホ

ー
ル
▽
※
緑
ケ
丘
体
育
館
▽
※
神
津

交
流
セ
ン
タ
ー
▽
※
伊
丹
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
前
ホ
ー
ル
。

各
施
設
の
業
務
時
間
内
に
利
用
で

き
ま
す
（
※
は
土
・
日
曜
、
祝
日
の

利
用
も
可
）。

拠
点
回
収
実
施
場
所

拠
点
回
収
の
実
施
場
所
は
右
上
表

の
通
り
。
直
接
、
職
員
に
手
渡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
市
環
境
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
�

７８２
・
０
９
６
８
。

――伸幸苑（寺本６）―緑ケ丘体育館１４：００～１５：３０

時間
・
場所

野間分室
南分室

市役所駐車場
神津交流センター
くらしのプラザ

きららホール
こらくる

西野大谷公園
「ふらっと」人権
センター

―９：００～１０：３０

金木水火月回収曜日
拠点回収の曜日・時間・場所
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市教委は、夏休み期間中の自由プール
を、各小学校での実施から変更し、今年
度は市内４カ所の公共施設のプールを使
った自由プールを実施します。
【実施施設】▷緑ケ丘プ－ル▷伊丹スポ
ーツセンター▷ラスタホール▷アイ愛セ
ンター
【対象】市立小に通う市内の小学生
【配布枚数】１人５枚（各小学校から配
布）
各施設の実施時期や利用方法は、市ホ
ームページで確認してください（７月１７
日から一部施設は要予約。先着順）。

市教委スポーツ振興課�７８４-８０８８

小学生に無料チケット配布
夏休みはプールへ！

充
電
式
電
池
は

捨
て
る
前
に
確
認
を

ご
み
や
資
源
物
の
中
に
紛
れ
込
ん

で
捨
て
ら
れ
た
充
電
式
電
池
や
ボ
タ

ン
電
池
な
ど
を
使
用
し
た
家
電
製
品

が
、
ご
み
の
収
集
や
処
理
の
過
程
で

発
火
し
、
火
災
の
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

同
電
池
は
、
中
に
燃
え
や
す
い
液

体
が
入
っ
て
い
て
、
破
損
・
変
形
し

た
際
に
発
熱
や
発
火
す
る
危
険
性
が

あ
り
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
・
デ
ジ

発
火
す
る
充
電
式
電
池


